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訪問看護実習における効果的な指導のあり方
保健指導部　　○山形谷昭子　堀間　宮崎
はじめに
　看護教育の目的は看護婦として必要な知識・技術・
態度を習得させることである。その中で訪問看護実習
は、対象との関わりを通して看護に対する価値観の確
立や、人間関係の形成能力等の育成、既に学んだ知識
・技術の統合化を図るものとして、位置づけられてい
る。1）
　保健指導部（以下当部とする）では平成4年度より
本校看護学生3年課程の成人・老人看護（慢性期）実
習における訪問看護実習を受けいれた。
　その中で学生は患者の生活している場に足を踏み入
れ、対象と関わり合うことで多くのことを学んでいる
が、我々もまだ経験が浅く、試行錯誤の段階にあり、
実習指導については未知の部分が多い。
　今回、訪問看護実習を担当、指導するうえでの実習
指導者側の問題点を整理し、指導方法を変えることに
より学生の実習目標達成状況において成果がみられた
のでここに報告する。
1　研究目的
1）学生の実習目標達成状況を明確にする。
2）実習指導者（以下指導者とする）の役割を明確に
　　する。
3）効果的な訪問看護実習のあり方を考える。
2　研究方法
1）期間：平成4年9月1日からll月27日
2）対象：本校訪問看護実習生（以下学生とする）12名
3）方法
　　（1）平成4年9月から11月までに三部において実
　　習を行った学生12人を訪問ケース（表1）毎に3
　　グループに分け、更に1グループ毎の学生4人を
　　a，b（アセスメント・計画立案までを　担当した
　　学生）c，d（実施・評価を行った学生）とする。
　　（2）学生の実習目標達成状況を訪問看護実習記録及
　　びカンファレンスの発言内容から判定する。
　　（3）指導状況について、臨床実習指導者自己評価表2）
　　を一部修正したものを使用し評価する。
表1　訪問ケースの概要
項　　　目 ケ　一　ス　1 ケ　一　ス　2 ケ　一　ス　3
訪問実施期間 平成4年9月 平成4年10月 平成4年ll月
年齢・性別 66歳　女 75歳　男 82歳　女
病　　　　名 糖尿病性腎症 多発性脳梗塞 慢　性肺　気　腫狭心症・高血圧症 高　血　圧　症 狭　　　心　　　症
状　　　　態 平成4年CAPD療法導入左半身不全麻痺 平成1年より在宅酸素療法インスリン自己注射、自己 保清時介助を要する 開始
血糖測定施行中 軽度の構音障害あり 痴呆症状あり
歩行時、保清に介助を要する 栄養状態不良、体動困難の為
ほとんど臥床状態である 褥創発生
2回／1月受診 ほとんど寝たきり状態
2回／1週電話連絡
介　　護　　者 夫 妻 妻
介　護　状　況 夫は日中は仕事を持っている 介護に専念できる 妻も高齢の為、体力的には
為、介護に制限があるが昼休 必要時助言を求あられる ヘルパーを利用
みなどは一時帰宅する 判断力、行動力はあり必要時
助言を求められる
家族の協力 外来受診時、長男・嫁が同行 長男夫婦が必要時協力する 長女が夜間、休日は協力することもある 長男が通院時協力
社会資源の活用 保健所保健婦の定期訪問 実習時期に関わり無し 保健所保健婦の不定期訪問
他職種との連携 （1回／2週） 訪問看護婦2回／月
区ヘルパー3回／週
民間ヘルパー2回／週
（介護・清掃）
介護用ベット貸与
おむつ支給
把　握　時　期 平成4年9月 平成4年10月 平成3年2月
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3　結　　果　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2
　訪問看護実習は慢性期の病棟実習3週間のうちの2
日間に学生2人で行われた。学生2人が1グループと
なり1ケースに2回訪問し、この際指導者が同行した。
　2グループの実習終了後、実習指導における問題点
を確認し、改善を試みた。（表2）
　学生の実習目標達成状況は表3に示すとおりである。
1）学生の実習目標達成状況（表3）
　各グループにおいて大きな差がみられたのは、1一
③家族の気持ちや介護状況を知るで、1G、2Gの学
生は1名しか記述がなかったが、3Gの学生は4名全
員に記述がある。
　2一①その人や家族の在宅療養を継続していくこと
に対する意志や感情を理解するでは1Gがゼロ、2G
が1人、3Gが3人の記述がある。
　2一②現実の生活をふまえ、その人なり、その家族
なりの自立のあり方を考えるは、lGでは4人、2G
でゼロ、3Gで1人が記述している。
　又、1一④の健康上の問題に医療・福祉・行政・近
隣者・ボランティアなどの人々がどのように関わって
いるかを知るでは、全ての学生に記述があるが、3一
①その人の生活している地域の、保健医療・福祉に関
する社会資源の設置目的・サービス内容・利用方法を
知るでは、1G、2Gはゼロで、3Gは全員に記述が
あった。
　表3　学生の実習目標達成状況
実習における問題点と改善点
1G、2Gの実習終了後の問題点 3Gの実習で改善した点
患者選択で考慮が少なかった
桝O学習をするための働きか
ｯが適切でなかった
・患者選択について
@訪問が2回実施できる
@社会資源を多く活用している
@実習中に他職種と連携がとれる
@介護者が在宅している
@患者宅ま⑩所要時間が短い
@　2回目の訪問は学生だけにできる
E患者の情報を早めに渡し、事
O学習ができるようにする・患者に関連した学習教材を教
ｱに提供してもらう
保健指導部訪問看護基準につ
｢て、学生がイメージしにく
ｩった
w生の実習状況経験度を個人
激xルで把握していなかった
・オリエンテーション時だけで
ﾈく、訪問後に再説明する
E病棟実習、保健所実習、学生
ﾂ人の経験度を考慮する
計画高整が具体的でなかった
ｽめに学生の達成感が得られ
ﾈかった
・1日の目的、目標が的確でか
ﾂ達成可能である様に謂整する・行動目標が到達目標を意図す
驍謔､調整する・行動計画の一つ一つが目的目
Wを達成するためのものかを・計画の一つ一つに目的がある
ｩみる・時間的配慮がなされているか・学生が主体的に実習に取り組
ﾟるよう環境を整える
緊張を解く配慮がたりなかっ
ｽ（場所、人数）
・初回訪問後カンファレンスは
齒鰍?U階食堂とし、指導者
ﾆ学生2名で行う・2回目訪問後、合同カンファ
激塔Xは学生の実習病棟とする
1G 2G 3G　　　　　　　　　　　襯に沿った分析結果（講碧又は）訪問看護実習目標
a b C d a b C d a b C d
1　健康上の問題を持ちながら、家庭で生活している人々を理解する
○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
①　その人の家庭や、地域の生活環境をありのままに知る
A　その人の健康上の問題と、それが日常生活に及ぼす影響を知る
G　家族の気持ちや、その家族の介護状況を知る
C　健康上の問題に、医療・福祉・行政・近隣者・ボランティアなどの
@人々がどのようにかかわっているかを知る
○ ○ 0 O○ O○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
2　その人々及びその家族なりの自立に向けた看護を考える
@　その人や家族の在宅療養を継続していくことに対する意志や感情を
@理解する
A現実の生活をふまえ、その人なり、その家族なりの自立のあり方を
@考える
G　継続看護のもとに、訪問看護計画を立案・修正する
C　その人や介護者と相談しながら、必要な看護を行う
D行った看護を評価し、看護の役割（目標と活動）を考える
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ O ○ ○ ○ ○
3　その人の生活している地域の、保健医療・福祉に関する社会資源を
mる
@　設置目的・サービス内容・利用方法を知る ○ ○ ○ ○
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表4　実習指導者自己評価表
グ　　ル　　一　　プ 1　G 2　G 3　G
評　　価　　項　　目
　　どちらとも　　　　　　出来ない出敷　　言えない 　　どちらとも出栽　　　　　　出青い　　言えない 　　どちらとも出栽　　　　　　出来ない　　言えない
①実習目的・目標を理解して指導計画が立てられた。
②適切な受持ち患者が選択出来た。
1事前準備
⑧スタッフへの働き掛けが適切だった。
④物的環境が整えられた。
①保健指導部の概要が説明出来た。
②受持ち患者の説明が適切だった。
2オリエンテ
@ーション ③実習の方法についての説明が出来た。
④実習への心構えが説明出来た。
①患者にあった行動計画に調整出来た。
3計画調整
②人的・物的環境を整えられた。
　学習指導へ4　の関わり方
・積極的に指導に参加するよう調整出来た。
・看護過程の実際と記録について指導出来た。
　看護計画・記録5　への関わり方
　看護行為・処置に対する理解度を把握①出来た。
6看護行為
@及び処置 　看護行為・処置時の看護の役割につい②て指導出来た。
　初回訪問後カレファレンスにおいて①効果的に関われた。
7カンファレ
@ンス ②寡黙驚駕アレンスにおいて
　合同カレファレンスにおいて効果的に③関われた。
　いずれにおいてもa・bの学生と。・dの学生では
学びに大きな差はみられない。
2）実習指導者の自己評価（表4）
　大きな違いがみられたのは、1一②患者選択、3一
①、②患者説明、5計画調整、計画、記録への関わり
方、7一②、③カンファレンスにおける指導者の自己
評価で、それぞれIG、2Gでできない、又はどちら
とも言えないであったのが3Gでできたになっている。
4．考　　察
　今回、実習指導の改善により、学生の実習目標達成
状況、指導者の自己評価において変化がみられた。
1）事前準備について
　患者選択においては、従来の訪問対象となる患者の
選択基準として、
　①疾患名など患者に知られてならない秘密がないこ
　　と
　②言語的コミュニケーショ’ンがとれること
　③できるだけ家族関係などに問題がないこと
　④在宅していること
　⑤高齢者を優先すること、等がある。
　　以上に加えて、2日という限られた訪問看護実習
　　という点を念頭におき
　⑥訪問が確実に2回実施できる
　⑦社会資源を多く活用している
　⑧実習中に他職種との連携が可能である
　⑨患者だけでなく、介護者が在宅している
　⑩患者宅までの所要時間が短い
　⑪病状が安定し、2回目の訪問は、学生だけでも対
　　応が可能である、を付け加えた。
　これらの条件をほぼ満たすケースを訪問した3Gの
学生は、1刷③家族の気持ちや介護状況を知る、2一
①その人や家族の在宅療養を継続していくことに対す
る意志や感情を理解する、3一①その人の生活してい
る地域の保健医療・福祉に関する社会資源の設置目的
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サービス内容・利用方法を知る、の項目で多く記述が
みられた。これは、2回の訪問の際、介護者が在宅し
ており、直接介護の様子をみたり、話を聞けたからと
思われる。又、社会資源の活用については、カンファ
レンス時にその必要性や、患者に関する社会資源につ
いて補足したため、1一④では全員が記述しているが、
3幽①のようにサービスの具体的な内容になると、3
Gの学生のみが記述している。これは、3Gの学生が
実習中に地域の訪問看護婦や保健婦から情報を得られ
たからと思われる。次に現実の生活をふまえ、その人
なり、その家族なりの自立のあり方を考えるという項
目では、1Gの学生に多く記述があった。これはこの
ケースでは、夫が仕事を持ちながらほとんどの処置を
行っていたため、介護疲れの問題がカンファレンスで
取り上げられ、患者や家族なりの自立について話し合
われたからと思われる。
2）オリエンテーーション
　患者の説明が十分行なわれなかった2Gでは、指導
者の自己評価も低い。これは実習1日目が患者の外来
受診日だったため、患者説明の途中で学生は患者に接
することになり、場面設定のまずさを反省したからで
ある。更に、当部訪問看護基準を訪問後再説明し、学
生個人の経験度、病棟実習・保健所実習状況を考慮し
たことにより、3Gでは指導者の自己評価も高くなっ
た。
3）計画調整
　lG・2Gの学生の達成感が得られなかったことは
計画調整に原因があると考え、3Gでは計画調整時に
より計画が具体的になるように
　①1日分目的・目標が的確かっ達成可能であるよう
に調整する。
　②行動目標が達成目標を意図するよう調整する。
　③行動計画の一つ一つが目的・目標を達成する為の
ものかをみる。
　④計画の一つ一つに目的があるかをみる。
　⑤時間的配慮がなされているかをみる。
　以上の点に注意した。又、学生が主体的に情報収集
ができるよう他職種と連絡をとり環境を整えた。この
ため3Gでは指導者の自己評価も高くなった。
4）カンファレンス
　1G、2Gの学生のカンファレンスの状況では、初
回訪問後かなりの緊張をともない、更にカンファレン
スの場が実習場と違う場所であったり、スタッフ全員
が出席したことで学生の人数よりも、スタッフの数が
多くなり、学生の訪問の学びを表現させるのが困難だ
った。このため3Gでは、本来スタッフ3人が出席す
ることが望ましいが、指導者のみの参加とし、場所も
実習病棟のカンファレンス室に変えることで、緊張を
解きながら学生が看護のふり返りができた。
　以上のように、患者選択、オリエンテーション、計
画調整、カンファレンスにおいて指導方法を改善する
ことで学生の実習目的達成状況だけでなく、指導者側
もより高い自己評価が得られた。
まとめ
D　事前準備としては、2日という限られた実習期間
　のため、適切な選択基準を設け、学習効果が上がる
　ケースを選択する。
　　学生が積極的に事前学習に取り組めるように、ケ
　ース紹介、学習教材の提供を、一週間前に行う。
2）　オリエンテーションは、病棟実習、保健所実習状
　軍糧に学生個人の経験度を考慮し実施する。
3）　計画調整は、目的・目標が達成できるよう、より
　具体的に行なう。
4）カンファレンスは、訪問後の緊張を解き、学生が
　看護のふり返りをすると共に、未体験の部分を補う
　ような関わりが必要である。
おわりに
　今回、実習の受け入れ体制を中心にまとあたが、こ
れまでの指導方法をふり返ってみることにより、今後
の指導の方向性を見いだせたのは、大きな学びだった。
　たった2日間で、効果的な実習を行なうためには学
生自身の実習に対する意欲はもとより、学生を受け入
れる側の指導体制が大きく影響することがわかった。
　今後は効果的な指導の基礎となる「訪問看護実習評
価表」の作成、実習形態と実習効果の関連についても
看護学校と検討していきたい。
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